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研究成果の概要（和文）： 江戸初期以前に成立した非現行謡曲（番外曲）全曲２４５曲を翻刻・校訂し、それを踏ま
え謡曲校訂の理論を確立し、モデルとなる校訂本文を作成するのが、本研究の目的である。曲ごとに複数の写本を翻刻
したため、当初の２４５曲に６７曲及ばず、ナ行までの１７８曲となった。未了分は今後も翻刻作業を継続する。
 この作業の過程で、謡曲本文の遡源的研究の可能性に想到した。これにより謡曲本文がどのように系統化したかのパ
ターン分析の目安を得た。これは世阿弥自筆能本と現存謡本諸本との関係性の想定論に基づく理論であるが、世阿弥自
筆本の存在しない非現行曲についても、ある程度の想定をすることが、曲ごとに可能となった。

研究成果の概要（英文）：　　The purpose of this research is to establish the methodology of editing 
Youkyoku by producing the exemplar through editing all the 245 “Bangai Utaibon.” The first 178 songs, 
from a-gyo through na-gyo, are completed and the balance 67 songs will follow.
　　As some linguistic rules were found through the course of action, the stemmatics of each Noh songs 
turned out to be rather obvious, respectively. The theory itself is based upon the surmise after 
comparing Zeami’s autograph manuscripts and the extant manuscripts of Utaibon came out later. 
Interestingly, the same rule would also apply, to some extent, to those songs that Zeami’s autograph had 
already been lost.

研究分野： 日本文学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 申請者は、平成 13 年度～16 年度科学
研究費基盤研究Ａ「能テキストの網羅的調
査・系統分類と『謡曲大成』の作成」、同 17
年度～20 年度科学研究費基盤研究Ａ「室町期
成立番外謡本の網羅的調査・系統分類と『謡
曲大成』の作成」において、全国規模の謡本
収集・整理の共同研究を行い、収集曲のリス
ト化と翻刻を行った。このうち、現行曲約 250
曲については、すでに校訂・注釈の作業に入
っており、現行謡本に基づきつつ、古本との
校異を示した校注・現代語訳・評釈付きの本
文が近い将来、順次公刊される予定である
（勉誠出版『現代謡曲集成』）。また番外謡曲
については、世阿弥作品を中心に、番外曲を
含む謡曲の新しい校訂本文が注釈付きで、数
年内に公刊される予定である（岩波書店『世
阿弥全集』）。さらに現存謡曲 600 曲弱につい
ては、すでに申請者が監修した『能・狂言必
携』（1995 年学燈社）所収「能作品全覧」で
網羅的調査を行っているが、これをさらに拡
充した現存謡曲解題を含む能楽の総合事典
の刊行を予定しており、これも数年内の刊行
を見込んでいる（朝倉書店『能楽大事典』）。
これらの編纂は、いずれも上記二課題の研究
分担者・協力者と共に申請者が監修して行う
ものであり、そのすべてが実質的に上記二課
題の研究成果の性格を含んでいる。しかしこ
れらの研究成果に加えて、現在の能界の正式
所演曲ではない、番外謡曲の校訂本文集が、
将来の能楽研究のためには必須である。 
 
(2) 謡曲研究自体は、今や番外曲に視野を
広げた研究が主流となりつつある。そのため
には、対象となる番外曲校訂本文の作成が前
提となるが、これは能楽の専門研究者だけの
特殊な技術に属する。このことは謡曲研究を、
門外の文学研究者が容易には近付きがたい
特殊分野のごとくに思わせ、能が室町時代を
代表する文芸であるにも関わらず、文学史の
外縁部にしか位置付けられていない結果を
生んでいる。謡曲本文は全国の大名家旧蔵文
書を中心に多数が存在するが、申請者は過去
10 年以上の研究を通じて、既知の文献につい
ては、収集をほぼ完了した。ただしその全体
の系統化・体系化は今後の課題に属しており、
本研究では主要諸本の翻刻作業を通じてそ
れをほぼ完成させることをめざす。そのこと
により研究方法の利便性が拡大し、能楽研究
に参画する研究者が増大して、従来以上に研
究が進展することが期待される。 

 
２．研究の目的 
(1) 現在では上演されることのない番外謡
曲約 200 番について、翻刻・校訂して校訂本
文を作成する。謡曲は現在、現行曲として約
250 番が現存し、番外曲も含めて 500 番以上
ある江戸期以前成立の古曲のほとんどはす
でに翻刻されているが、校注が行われたのは
そのごく一部に過ぎず、その他は特定伝本の

翻刻のみである。現行曲の場合は、今後すぐ
れた校訂が世に問われる可能性があるが、番
外曲の場合は学界全体を通じ、体系的・総合
的な諸本校合と本文校訂が行われる予定は
ない。本研究は今後そうした大規模研究を実
施する際の基礎作業として、すでに収集して
いる謡曲本文に加えて新たな未収分を収集
し、番外曲の諸伝本の翻刻を行うものである。
また合わせて、謡曲の本文校訂のあり方を模
索すべく、何曲かについてそれぞれ方針を異
にする校訂本文を試作する。 

 
(2) これまで謡曲校訂は人気現行曲に傾き
がちであったが、謡曲研究には、文学的達成
度の高い作品のみならず、すそ野を形成する
番外曲までも視野に入れることが必須であ
る。また従来の謡曲校訂本文は、現行演出重
視か古態本文重視かの決定を見ておらず、他
の古典本文に比して、不徹底にならざるを得
ない面が多くある。例えば岩波書店古典大系
『謡曲集』（旧大系）は、最古本を底本とし
ながら文字遣いは現行謡本に準じ、ト書き的
な注記も現行演出を用いていて、古本尊重主
義と整合しない。これを改善する試みは前掲
の『世阿弥全集』で行われる予定ながら、あ
くまで世阿弥作品に限定するという特殊な
条件の下でのモデルケースを示すにとどま
る。世阿弥時代以後の、世阿弥的作風ではな
い能については、世阿弥の場合とは異なる本
文復元上の工夫が必要となろう。本研究はこ
れまでの謡曲本文研究の限界を打破し、能文
学の新たな文学史的位置付けを可能にする
研究を目指しており、複数のモデルケースを
作成するのも実験的な意味合いからである。
そうした視点の総合的・体系的研究は今まで
例がない。網羅的な謡曲注釈作業がこれまで
実現されなかったことや、書籍としての社会
性を勘案すると現行台本にこだわらざるを
得ないことなどが、その大きな原因であった。
将来、理論的により徹底した謡曲本文を提供
するための準備として行う本研究は、これま
でいまだに発想されたことのなかった視点
に基づくものであり、きわめて独創的である
上に、謡曲の影響を受けた他分野に与えるイ
ンパクトも大きい。 

 
３．研究の方法 
(1) 本研究は研究期間を４年間とし、補足
的な資料調査収集、『国書総目録』〈能の本〉
を基本情報としてそこに追加分を含めた曲
目別の番外謡本諸本所在データベースの作
成、作品ごとの主要諸本翻刻、校訂本文のモ
デル作成を行うことを目標とする。 

 
(2) 初年度はカ行までの諸本翻刻とデータ
ベース基本設計、第 2 年度はタ行まで、第 3
年度はそれ以降の分の翻刻を行い、資料収集
は 4年間を通じて毎年これを実施、データベ
ース化は第 2 年度から順次これを実施する。
第4年度には翻刻作業の補足と校訂本文のモ



デル作成を中心に行う。 
 

(3) 各年度ごとに成果報告のために、学会
での研究発表もしくは論文投稿を予定する。
また能楽学会例会でシンポジウムを開催し、
作業報告に対する研究者の意見を仰ぐなど
して、研究方針を含めた研究方法の見直しを
行う。こうした逐次的な成果発表を通じて研
究計画の普遍性・妥当性を常に検証すること
を目指す。 

 
４．研究成果 
(1) 番外謡曲 245 曲の内、178 曲の翻刻を行
なった。これらの内から適宜の数曲を選び、
校訂本文モデルを作成した。未了の 67 曲に
ついては、現在翻刻を進めいている。これに
より、大半の番外謡本につき、最善本の翻刻
が実現した。翻刻曲目は下記の通りである。 

ア行 41 曲：愛寿・悪源太・明智討・阿古
屋松・朝比奈・朝顔・愛宕空也・安達静・
網持・安の字・育王山・生贄・異国退治・
石神・磯の童・磯松・韋駄天・一夜天神・
厳島・稲舟・稲荷甲・空蝉・優填王・鵜羽・
浦上・浦島甲・浦島乙・雲林院甲・延年那
須与一・笈捜・逢坂物狂・岡崎甲・岡崎乙・
隠岐院・鴛鴦・小手巻・落葉乙・追掛朝比
奈・乙平・女沙汰・御坊曽我 
カ行 49 曲：かぐや姫・餓鬼・河水・春日
神子・葛城天狗・刀・門江口・鐘引・鐘巻・
鎌田甲・鎌田乙・神有月・亀井・苅萱・巌
洞・漢高祖・祇園沙汰・帰雁・菊水・菊地・
北野物狂・木引善光寺・吉備津宮・貴船・
経書堂・清重・径山寺・禁野・楠・熊手判
官・熊野参・久米仙人・黒川・現在女郎花・
現在経政・剣珠・元服曽我・碁・降魔・空
也・高野参詣・護法・粉川寺・伍子胥・木
玉浮舟・琴・小林・維盛・木幡 
サ行 39 曲：犀・西行西住・桜間・佐国・
狭衣乙・佐々木・座敷論・座主流・貞任・
真田・実方・志賀忠則・信貴山・敷地物狂・
樒塚・樒天狗・重衡甲・重盛・獅子王・侍
従重衡・実検実盛・慈童・信夫・柴田・島
廻甲・十番切甲・正儀世守・上人流・浄妙坊・
末の松山・鈴木・住吉小尉・住吉物狂・関
原与一・千寿寺・先帝・千人伐・素拝桜・
孫思バク（辶貌） 
タ行 40 曲：太子・太施太子・大般若・太
平楽・大木・篁・高安の女・滝口・武文・
多度津左衛門・鑪重衡・橘甲・橘寺・太刀
堀・七夕・玉島川・玉津島・玉鉾・玉水・
丹後物狂・親任・親衡・秩父甲・秩父乙・千
引の石・長講寺・長兵衛・継信・鼓滝・経
盛・鶴次郎・鶴若・丁固松甲・陶淵明・当
願暮頭・灯台鬼・十握の剣・鞆・知忠・虎
送 
ナ行 9曲：長柄の橋・泣不動・二度の掛・
鶏龍田・人形文覚・濡衣・野口判官・野寺・
範頼 

未了曲は下記の通りである。 
ハ行 26 曲：巴園・箱崎・箱根龍神・橋姫・

婆相天・花軍・浜川・浜ならし・馬融・治
親・反魂香・飛賀美・常陸帯・櫃切曽我・
羊・広元・笛物狂・武王・豊干・伏木曽我・
伏見・二見浦・二人神子・布留・北条・堀
兼井 
マ行 17 曲：舞車・松浦・松浦物狂・真名
井原・みうへが嵩・身売・御輿振・水汲・
光季・宮川・みわたり・聟入自然居士・村
山・室住・盲沙汰・守屋・文覚六代 
ヤ行 20 曲：八重桜・家持・野干・安犬・
八剣・八幡弓・幽霊酒呑童子・行家・雪翁・
雪鬼・雪頼朝・融通鞍馬・由良物狂・陽賀・
横山・吉野琴・吉野貫之・吉野天狗・吉野
詣・寄辺水 
ラ行 4曲：呂后・籠祇王・老子・籠尺八 
 

(2)上記の翻刻済みの諸曲について、データ
ベースを構築しつつある。曲目所在データベ
ースと本文データベースをリンクさせる作
業が難しく、予定よりも遅れているが、可及
的早くに完成させ、公開に漕ぎつけたい。 
 
(3) 従来は、世阿弥自筆能本と現存謡本と
の間には越えがたい断絶があるとされてい
たが、実際にはそうではなく、観世流もしく
は金春流謡本の源流的な祖本と位置付ける
ことが可能となった。これについては、学会
発表⑨でのアイディアを論文⑤の形で具体
化している。 
 
(4) 上記の発見を通じて、謡本古写本の系
統関係を明確に示すことが可能となった。こ
れについては、今後論文を発表の予定である。 
 
(5) 従来の謡曲の本文校訂においては、底
本を原文の文字遣いのままに翻刻して誤写
を注記の形で訂正するか、古典の正規表現
（高校の古典教科書のような本文）を基本に
現代の演出情報を付加するかの二通りが主
流であったが、②③の知見を踏まえて、最善
本を底本に有力異本で校訂することにより、
古態の本文を示すことが可能となった。これ
により、複数の作品で実験的な校訂本文を作
成した。これに関連して学会発表⑥があるが、
そこでの発表内容は近々単行本（分担執筆）
として刊行予定である（入稿済み）。 
 
(6) 本研究を通じてたんに謡曲詞章の系統
論に止まらない知見を獲得することが出来
た。番外謡曲作品を学術的に復元する場合の
方法論について明確な方法論が確立出来た。
これについては後記学会発表①がその具体
的な成果の一つであるが、この前提となる作
業として、後記論文④⑥⑧、学会発表③⑤な
どが関連する。 
 
(7) 論文①と⑦は関連する一連の考察、論
文③と学会発表④、論文⑤と学会発表⑨、論
文⑥と学会発表③は、それぞれ学会発表を論
文化したものである。 



 
(8) 学会発表⑧は、竹本は司会を務めたの
みであり、発表した各大学院後期課程学生諸
君が番外謡曲に関連する研究発表を行った。
その内容は能楽学会紀要『能と狂言』第 12
号（2014 年、PP135）の学会例会ノート欄に
略述した。 
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